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NEXCO東日本のCSR動画 「事業環境の今と進化に向けた取組み」はこちら
https://www.youtube.com/watch?v=k1yUgKgoNwM

NEXCO東日本グループ 事業エリア

NEXCO東日本
併用中
建設中

他機関
併用中
建設中

　　　インターチェンジ

　　　インターチェンジ（IC）（建設中）

　　　ジャンクション（JCT）

　　　ジャンクション（JCT）（建設中）

※正式名称決定前のICおよびJCTは、
　すべて仮称（2025年7月1日現在）

MINI

MINI

NEXCO東日本
マナーアップキャラクター

「マナーティ」
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償還期間・料金徴収期間 （最大2115年まで）持続可能な経営へ

コーポレートガバナンス 

CSRキーワード

NEXCO東日本グループは、
高速道路の効果を

最大限発揮させることにより、
地域社会の発展と暮らしの向上を支え、
日本経済全体の活性化に貢献します。

NEXCO東日本グループは、
地域・国・世代を超えた

豊かな社会の実現に向けて、
「つなぐ」価値を創造し、
あらゆるステークホルダーに

貢献する企業として成長します。

● お客さまを第一に考え、
　 安全･安心･快適･便利を向上させます。
　
● 公正で透明な企業活動のもと、
　 経営資源を最適に活用することにより、
　 健全なグループ経営を行うとともに、
　 的確な企業情報の発信を行います。
　
● 終わりなき効率化を追求し、
　 技術とノウハウを発揮した事業により、
　 社会の発展を支えます。
　
● グループ社員が健康で
　 やりがいを持って働ける環境を整え、
　 社員各自の努力とその成果を重視し、　
　 チャレンジ精神を大切にします。
　
● CSR経営を推進し、
　 ステークホルダーにとどける価値と
　 グループ全体の企業価値を高め、
　 持続可能な社会の実現に貢献します。

地域をつなぎ　地域とつながり　未来につなげる

SDGsの達成に貢献し、新たな未来社会に向けて変革していく期間 

NEXCO東日本グループ 中期経営計画  

    
（2021年度～2025年度）

FY2 0 2 4FY2 0 2 3FY2 0 2 2FY2 0 2 1

企業理念

グループ経営方針

グループ経営ビジョン

グループ経営理念

基本方針１
安全・安心で自動運転等のイノベーションにも対応した
快適な高速道路の実現

基本方針２
老朽化や災害に対する
高速道路インフラの信頼性の飛躍的向上

基本方針３
高速道路の整備・強化と4車線化の推進による
ネットワーク機能の充実

基本方針４
多様なお客さまのニーズを踏まえた
使いやすさの追求

基本方針５
持続可能な社会の実現に貢献できる
グループ全体の経営力の強化

基本方針６
社会の変化に対応できる人材力の強化と
誰もが生き生きと働ける基盤の確立

事故･渋滞 老朽化 災害
(激甚化･頻発化) 

ミッシング
リンク 物流問題 脱炭素 少子高齢化 DX自動車の

新技術
取り巻く
事業環境

おもな実績等

営業延長

交通量
（1日あたり）

SA・PAの
店舗売上高
(飲食・物販)

債務残高
（全国路線網）

温室効果ガス
排出削減量

3,348km

234万台

900億円
(2006年度) 

28.9兆円

2005年度
（民営化時）

2024年度
（最新データ）

対2013年度（基準年） 

3,943km

302万台

1,083億円

18.7兆円

▲5％ 
（2022年度）

▲50％ 
（2030年度）

▲100％ 
（2050年度）

進化す
るベ
スト
・ウ
ェイ

防災・減災への対応

レジリエントな高速道路と
新たな価値創造の追求

リニューアルプロジェクトの展開

道路管理の効率化･高度化（SMH）

交通安全対策･渋滞緩和

温室効果ガス排出削減・気候変動への対応

より魅力あるSA･PA

ミッシングリンクの解消･4車線化の推進

自動運転社会に向けた取組み（moVision）

人材育成・誰もが活躍できる職場

  ▶ P.43

持続可能な社会の実現へ貢献し続けるためのストーリー

　当社グループは、高速道路の効果を最大限発揮させることにより、地域の発展と暮らしの向上を支え、日本経済全体の活
性化に貢献することを経営の理念とし、地域・国・世代を超えた豊かな社会の実現に向け、「つなぐ」価値を創造することで、
あらゆるステークホルダーに貢献する企業として成長していくことを目指しています。

　「中期経営計画(2021年度～2025年度)」は、「SDGsの達成に貢献し、新たな未来社会に向けて変革していく期間」と位
置づけ、さまざまな取組みを推進しています。そして、「地域をつなぎ 地域とつながり 
未来につなげる」を CSRキーワードに込め、未来につなげるサステナブルなベス
ト・ウェイとして進化していくことで、持続可能な社会の実現に貢献します。

価値創造ストーリー
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　高速道路ネットワークを着実に整備し、安全・安心・快適・便利な高速道路サービスをお客さまに届けるための事業
（道路事業、収益事業）を展開しています。

● 交通管理　～道路交通を見守り、お客さまの安全を守る～

[ 交通巡回 ]
　24時間365日、高速道路を巡回し、道路・交通などに異常がないかを確
認しています。異常事象(事故・故障車・落下物など)発生時には、現場に急
行し、警察・消防機関などと連携し、車線規制や事象の対応に当たります。
[ 法令違反車両の指導取締り ]
　法令で決められた車両の長さ･重量などの最高限度（一般的制限値)を
超えた車両や長大トンネルなどを通行してはいけない車両 (禁止されて
いる危険物を積載した車両 )の走行を防ぐための指導取締りを行ってい
ます。
[ 交通管制 ]
　「道路管制センター(交通管理業務の司令塔で管内4カ所に設置)」にお
いて、高速道路の状況を把握し、異常事象への対応やお客さまへの情報
提供を行っています。また、トンネル・非常用設備などの常時監視を行い、
日夜、お客さまの安全・安心を支えています。

● 保全点検・維持修繕　～良好な状態を整え、快適な走行環境を確保～

　路面や道路構造物・附属物の点検や清掃、高速道路周辺の草刈りな
どを実施するとともに、計画的な補修工事による高速道路の維持に努
めています。また、ICTやロボティクス、AIなどの最新技術を積極的に
活用し、道路管理の効率化・高度化を目指す取組みとして、SMH（ス
マートメンテナンスハイウェイ）プロジェクトを推進しています。

● 料金収受　〜高度化・効率化を推進～

　お客さまの安全走行を確保し、料金所の適切な車線運用に取り組むと
ともに、快適にご利用いただくために接客マナーの向上に努めていま
す。また、生産年齢人口の減少を見据え、料金精算機の導入や遠隔対応に
取り組むとともに、ETC専用料金所を運用するなどキャッシュレス化や
タッチレス化を進めています。

事業概要 管理事業

経営資源の状況 （2025年3月31日現在）

技術開発

環境保全

技術開発・環境事業

管理事業

交通管理 維持修繕

保全点検 料金収受

サービスエリア事業

建設事業

道路の新設・改築

スマートICの設置

暫定2車線区間の4車線化

価値創造の基盤 中長期的な事業運営

道路事業

海外事業

収益事業

高速道路関連ビジネス

連結
子会社

㈱ネクスコ・トール東北、㈱ネクスコ・トール関東、㈱ネクスコ・トール北関東、㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道、
㈱ネクスコ・エンジニアリング東北、㈱ネクスコ東日本エンジニアリング、㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟、㈱ネクスコ・メンテナンス北海道、
㈱ネクスコ・メンテナンス東北、㈱ネクスコ・メンテナンス関東、㈱ネクスコ・メンテナンス新潟、㈱ネクスコ・パトロール東北、
㈱ネクスコ・パトロール関東、㈱ネクスコ・サポート北海道、㈱ネクスコ・サポート新潟、㈱ネクスコ東日本トラスティ、
㈱ネクスコ東日本エリアトラクト、㈱ネクスコ東日本イノベーション＆コミュニケーションズ、E-NEXCO INDIA PRIVATE LIMITED、
㈱関東エリアクリーン、㈱ネクスコ東日本リテイル、㈱ネクスコ東日本エリアサポート、㈱ネクスコ東日本ロジテム、㈱ネクスコ東日本シティフード

関連会社 ㈱NEXCO保険サービス、 ㈱NEXCOシステムソリューションズ、 ㈱高速道路総合技術研究所、高速道路トールテクノロジー㈱、
東京湾横断道路㈱、東北高速道路ターミナル㈱、日本高速道路インターナショナル㈱

NEXCO東日本グループ31社

SA・PAにおける店舗総売上高 （単位：億円）　

（年度）

■■
飲食･物販
■ ■ 
GS

2022

930

602

2024

661

1,083

661

1,083

2023

632

1,046

302

NEXCO東日本 利用台数 （単位：万台／日）　

（年度）
2015

280

2024

302

2020

2593,943

NEXCO東日本 営業延長 （単位：㎞）　

（年度）
2015

3,842

2024

3,943

2020

3,943

IC数

446カ所
資本金

（うち親会社525億円） （うち親会社約2,500人）
2,501億円

スマートIC数

68カ所
グループ会社数

31社
 

グループ社員数

約18,000人 

SA・PA数

329カ所（上下別） 

SMART IC

高速道路の維持管理に関するデータ

法令違反車両の
指導取締りを行った

総回数

約1,700回/年

道路巡回車の
延べ走行距離数

約65,000㎞/日

交通巡回の距離

取締り実施回数 非常電話受信件数

交通管理隊が
路上の障害物を
排除した件数

落下物等の処理件数

約91,000回/年
全車線に対し快適な
走行装路面（舗装）を

確保した割合

路面の快適率

95％

約8,400回/年
道路管制センターでの

非常電話受信回数
1㎞あたりの

路上工事にともなう
交通規制時間

191時間/㎞

交通規制時間 ETC専用料金所の数

12カ所

スマートICを含まない

料金所の数

457カ所
ETC専用料金所を含み

スマートICを
含まない数

交通巡回(落下物排除作業の例)

関東支社道路管制センター

植栽作業（草刈り作業の例）

遠隔地から料金収受を行うオペレーションセンター
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● ミッシングリンク（道路が途中で切れている未開通区間）の解消
　首都圏では、圏央道 境古河IC～つくば中央IC間(2017年)や東京外
環道 三郷南IC～高谷JCT間(2018年)の開通により、関越道から東関
東道まで複数のルートでつながり、利便性が向上しました。
　現在も圏央道や東京外環道などの整備を進めています。ミッシング
リンクの解消は、移動時間の短縮、地域経済の活性化や災害発生時の
緊急輸送路としての役割が期待されます。

● 暫定2車線区間の4車線化
　4車線化することで、渋滞の解消・緩和、反対車線への飛び出しなど
重大事故の防止、維持修繕工事や事故発生時などの通行止めの減少
が見込まれます。また、時間信頼性の確保、災害・大雪時の交通機能確
保にもつながることから、計画的に4車線化を進め、安全・安心のため
の機能向上に取り組んでいます。

● スマートICの設置
　既存の高速道路を有効に活用し、地域生活の充実や地域経済の活
性化を推進するため、通行を ETC車に限定した低コストで導入でき
るスマートICの整備を各地で進めています。

サービスエリア事業建設事業

道東道  トマムIC～十勝清水IC
ペンケオタソイ川橋～広内トンネル付近

圏央道  つくば西スマートIC

● 商業施設の充実　～より便利で快適を追求～

[ 「華づくり」と「礎づくり」 ]
　個性的なサービスを目指す「華づくり」と、全般的な質の
向上を目指す「礎づくり」を追求し、魅力的な SA・PAへ、リ
ニューアルを進めています。

[ 快適をサポート ]
　小さなお子さまをお連れの方やお体の不自由な方も安心
して利用できる施設（ベビーケアルーム、多機能トイレな
ど）やお客さまニーズに応える施設（シャワールーム、パウ
ダーコーナーなど）を整備し、快適な休憩を支えています。

[ ウォークインゲート（一般道側出入口）の設置 ]
　地域の皆さまにも、SA・PAの商業施設をご利用いただけ
るよう、「ウォークインゲート（一般道側との徒歩による出
入口）」と一般道側の駐車場を順次整備しています。

111カ所

48カ所

ベーシックエリア

コンビニエリア

華づくり 礎づくり

Pasar

7カ所

ドラマチックエリア

20カ所

上記のほか、自動販売機設置エリアを128カ所、トイレのみのエリアを5カ所設置

ウォークインゲート（東北道  蓮田SA上り線）

ウォークインゲート
設置数

115カ所

SA・PA
一般道側駐車場

設置数

87カ所

SA・PAに関するデータ

バリアフリー
対応済エリア数

全体の

約60％

子ども用トイレ
設置率

約80％

シャワールーム
設置数

10カ所

心のバリアフリー
認定SA・PA数

35カ所 担い手不足の解消へ、安定的に商業施設を運営

　担い手不足という社会的な課題により、SA・ PA
では、スタッフを配置した従来どおりの営業の継
続が将来的に難しくなることが考えられます。こ

のような状況をふまえ、
2024年11月に上信越道 
東部湯の丸 SA（下り線）、
2025年3月に東北道 蓮
田SA（上り線）で無人販売
店舗をオープンしました。
これらは㈱ TOUCH TO 
GOの無人決済システム
と店舗DXの技術を活用し
ており、新たな店舗運営と
して取り組んでいます。

無人販売店舗 「東部湯の丸GO」 （上信越道  東部湯の丸SA下り線）

国内高速道路初
「無人販売店舗」がオープン

社員が語る「ICT施工」 「i-Construction」の推進  ～建設事業の生産性向上へ～

　3D設計データやコンクリートの遠隔吹付を用いて「トンネル内作業の
完全自動」を目指すなど、 ICT（情報通信技術）を活用し、効率性・安全性・品
質が高い工事を実現するための「i-Construction」に取り組んでいます。

「i-Constructionの取組み （マイナビニュース）」の詳細はこちら
https://news.mynavi.jp/kikaku/e-nexco-sdgs-4/ 新潟工事事務所  高鍋 陽祥

TOPICS

圏央道　大栄JCT～松尾横芝IC　大栄JCT

横浜環状南線(圏央道) 　釜利谷JCT～戸塚IC　庄戸トンネル坑内

磐越道  三川IC～安田IC　宝珠山トンネル付近

［ ミッシングリンクの解消 ］

［ 暫定2車線区間の4車線化 ］

［ スマートICの設置 ］
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未来に向けた価値創造

　2050年には、当社管内の 7割を超える道路が開通から 50年を超える状態になります。橋やトンネルなどの構造物では、著
しい損傷を確認した箇所もあります。点検技術の高度化で、新たに確認した劣化箇所への対応を含め、安全・安心を次の世代へ
つなぎます。また、近年では、交通量の多い区間でリニューアル工事を進める事例が増えてきました。新技術などの活用を含め、
柔軟な交通運用を図りながら、渋滞の発生など、お客さまへの影響を最小限にとどめる工事を進めています。

　最先端技術を活用し、未来の社会構造・経済活動を持続的にけん引する新たなモビリ
ティサービスを提供するため、2021年4月、「自動運転社会の実現を加速させる次世代高
速道路の目指す姿（構想）」を取りまとめ、「31項目の重点プロジェクト（愛称：moVision

（モビジョン）」を設定しました。重点プロジェクトの具体化に向けて検討・整備を進め、自
動運転時代における新たな価値を創造し、「未来社会」を実現します。

　当社グループは、長年培ってきた技術とノウハウを活用し、諸外国の発展に貢
献しています。特に経済成長著しいインドにおいて、現地法人「ENI（E-NEXCO 
INDIA PRIVATE LIMITED）」を設立しています。ENIでは、E-NEXCO Eye

（レーザーやカメラを搭載した車両）の走行データを収集し、効率的な補修計
画に役立てています。また、インド最大の有料道路運営会社「Cube Highways

（Cube社）」と、休憩施設を含む道路維持管理全般に関する技術アドバイザリー
契約を締結し、当社グループの経験を活かした事業を展開しています。

高速道路リニューアルプロジェクト

2016 2017 2018 2019
（年度）

（カ所）

2020 2021 2022 20242023

橋梁床版取替
高性能床版防水等
その他
合計

250

200

150

100

50

0

16

60

92
113

148

177
200

233
255［ リニューアルプロジェクトの進捗状況 ］

SMHプロジェクトの推進　～管理事業の生産性向上～

冬期における除雪作業の省力化・効率化

　SMH（Smart Maintenance Highway：スマートメンテナンスハイ
ウェイ）は、ICTやロボティクス、AIなど最新技術を活用し、高速道路のア
セットマネジメントにおける生産性を向上させるプロジェクトです。こ
れにより業務の効率化・高度化を図り、各業務における意思決定プロセス
の標準化と生産性向上を図ります。

　当社グループは、降雪地域を広く抱えているのも特徴で
す。生産年齢人口が減少していく中で、新たな作業員の確保
が課題です。加えて、除雪車の運転・操作は、一定程度の運転
技術や経験を必要としますが、将来に向けて、経験が浅くて
も安定して除雪車のオペレーションができるよう技術開発
を進めています。
　その中の一つとして、低速で作業するロータリ除雪車と
の接触・衝突事故を防ぐために注意喚起する標識車が、ロー
タリ除雪車に自動追従する技術開発を、いすゞ自動車㈱
と共同で行っています。2021年度より車両開発に着手し、
2024年度夏期・冬期に高速道路規制内で走行試験を行いま
した。今後はさらに技術の精度を高めることで、作業の省力
化・効率化を目指し、運用に向けた検討を進めます。

補修計画
　策定

人材育成

危機管理交通管理

補修・
修繕標準化

分析・評価点検・調査

車間距離は変化する

点検支援アプリの利用イメージ

moVisionの推進による未来社会の実現

国際社会とともに未来へ  日本の高速道路技術の世界拡大

［  将来の目指す姿 ＜重点プロジェクト＞のイメージ  ］

路面性状測定車両「E-NEXCO Eye」

　私は、E-NEXCO Eyeによる路面性状測定業務やデータ解析を行っています。インドでは振動や埃などにより
データや機器に不具合が生じることもありますが、一歩ずつ改善につなげられており、日々の業務にやりがいを
感じています。今後も日本の道路技術を活用したインドの道路維持管理の高度化に貢献していきたいです。

ENI社員が語る「インドでの道路維持管理」

Mr. Naveenkumar J （Manager）

ENI社員の声
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● NEXCO東日本グループ  カーボンニュートラル推進戦略
　高速道路を通じて社会を支える使命を持続的に果たすため、「NEXCO東日本グループ　カーボンニュートラル推進戦略」を
策定し、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて取り組んでいます。

● 人材育成方針（2023年度策定））
　高速道路を末永く維持し、進化させ続
けていくためには、現場力の源泉である
人材を確保し、育成していくことが重要
です。当社が求める人材像・能力・スキル
やキャリアパスを明示し、人材育成手法、
ジョブローテーションとライフステージ
を両立する仕組みなどを盛り込んだ人材
育成方針を策定し、社員一人ひとりがそ
の能力やスキルを最大限に発揮できるよ
う、人材育成を強化しています。

● 女性社員比率の向上
　女性の新卒採用比率向上や女性社員の
働きやすい環境づくりのため、採用担当
への女性社員配置、当社 Webサイトやパ
ンフレットでの女性社員紹介や、座談会・
フォーラム開催などの取組みを行ってい
ます。また、柔軟な働き方に対応した各種
制度の導入など、女性の活躍を支える仕
組みを推進しています。

● 子育て支援 
　男性社員の育児休業取得率の向上（女性社員の取得率は100％）に取り組み、性別に関係なく、育児中も社員一人ひとりのラ
イフスタイルに応じた活躍ができる環境整備を進めています。

● シニア社員活躍の場の提供 
2022年度から定年退職年齢を2年ごとに1歳ずつ引き上げ（2025年度の定年退職年齢は62歳）ており、定年退職後も65歳ま
で継続して働くことが可能な「再任用制度」を導入しています。あわせて、働く意欲と能力のある社員の経験やノウハウを現場
で活かす「キャリアシフトチェンジ制度」も導入し、シニア社員の活躍を支えています。

カーボンニュートラルの推進 一人ひとりの成長をサポートし、未来の価値創造を担う人材育成

※1	 本戦略では地球温暖化対策計画（令和3年10月22日閣議決定） に準拠して、2013年度の排出量を基準に削減率をモニタリングしてい
きます。

※2	 地球温暖化対策計画における温室効果ガス排出量・吸収量の目標。2030年度の目標・目安として 2013年度比▲46％ （さらに、50％の
高みに向け、挑戦を続けていく。） とされ、区分ごとの目標・目安として、産業部門で▲38％ 、業務その他部門で▲51％ 、運輸部門で▲
35％ などが示されています。

 

2013年度
基準年※1

2030年度

中間的目標 ▲50％以上 実質ゼロ達成を目指す

緑地によるCO2吸収・固定 等

CO
2排
出
量

2050年度

エネルギー使用の最小化（省エネ）
再生可能エネルギーの創造（創エネ）
再生可能エネルギー電気の調達（環境配慮調達）
新たな代替燃料等の積極活用 等

エネルギー使用の最小化（省エネ）
再生可能エネルギーの創造（創エネ）
再生可能エネルギー電気の調達（環境配慮調達） 等

Scope 1 / Scope 2
　自社の活動によるCO2排出量について、削減策を計画・推進し、2050年度のCO2実質排出量ゼロの達成を目指します。
　また、中間的目標として2030年度においてCO2排出量を2013年度比50％以上の削減を目指します。

Scope 3
　政府が掲げる 2050年カーボンニュートラルの実現と 2030年度における目標※2の達成を目指し、高速道路を走行する自
動車や高速道路の建設・管理のために調達する工事などによるCO2排出量削減に寄与する施策を推進します。

自社の事業活動による排出

自社の事業活動にともなう間接的な排出

育つ・育てる

人材

活躍する・登用する暮らす・支える

OJTを重視し、
社員の自律的な成長を
後押し

ライフ・ワーク・バランスを
重視し、

最適な働き方を実現

多様な人材の活躍、
社員の成長を促す
取組みの実施

※サプライチェーン排出量について……Scope 1（燃料の使用）、Scope 2（電気の使用）、Scope 3（高速道路の建設・管理のために調達する工事
や高速道路を走行する自動車からの排出など）を対象としています。

Scope 1   49千t-CO2   1%
その他   2千t-CO2   0.02%

Scope 2   214千t-CO2    2%

道路建設・更新等   826千t-CO2   9%
道路管理／エリア事業
432千t-CO2   5%

道路利用  7,399千t-CO2
83%

【2013年度実績】
8,922千t-CO2

【2023年度実績】
8,389千t-CO2

Scope 1  35千t-CO2   1%

その他    2千t-CO2   0.02%

Scope 2   149千t-CO2   2%

道路建設・更新等   1,617千t-CO2   19%

道路管理／エリア事業
510千t-CO2   6%

道路利用  6,077千t-CO2
72%

【2023年度実績】
8,389千t-CO2

●  サプライチェーン排出量の状況 （基準年と2023年度との対比）

　当社グループの事業活動による2023年度のサプライチェーン排出量（実績）は、約839万t-CO2となっており、基準年とな
る2013年度のサプライチェーン排出量と比較すると、約6％削減しています。

社員が語る 「未来へ続く道」をつくる

　高速道路の建設や維持管理
におけるやりがいなど、Web
サイトを通じて、社員の声をお
伝えしています。

TOPICS

「未来へ続く道をつくる （マイナビニュース）」はこちら
 https://news.mynavi.jp/series/e-nexco-sdgs/

髙濵 菜摘 (千葉工事事務所)中田 光 (仙台管理事務所)




